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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期第３四半期 583,190 △6.2 45,290 17.2 53,854 24.1 35,636 △11.1

2024年３月期第３四半期 621,739 3.7 38,658 △14.8 43,404 △31.9 40,068 △10.0

（注）包括利益 2025年３月期第３四半期 45,025百万円（△33.1％） 2024年３月期第３四半期 67,271百万円（0.0％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期第３四半期 178.18 －

2024年３月期第３四半期 196.18 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年３月期第３四半期 1,124,867 702,048 59.7

2024年３月期 1,068,010 684,832 61.6

（参考）自己資本 2025年３月期第３四半期 672,070百万円 2024年３月期 657,745百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 － 40.00 － 40.00 80.00

2025年３月期 － 45.00 －

2025年３月期（予想） 50.00 95.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 770,000 △5.3 56,000 18.3 63,000 36.8 48,000 23.7 241.61

１．2025年３月期第３四半期の連結業績（2024年４月１日～2024年12月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年３月期３Ｑ 217,239,199株 2024年３月期 217,239,199株

②  期末自己株式数 2025年３月期３Ｑ 19,570,511株 2024年３月期 17,009,734株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2025年３月期３Ｑ 200,002,490株 2024年３月期３Ｑ 204,243,081株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：有

新規  1社  （社名）（株）カルティベクス、除外  2社  （社名）日本ユピカ（株）、明宝工程塑料商貿（上

海）有限公司

詳細は、添付資料Ｐ.９「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（連結範囲の重要な変更に関する注記）」をご覧ください。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（注）詳細は、添付資料Ｐ.９「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事

項（会計方針の変更に関する注記）」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：有（任意）

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（業績予想に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

（決算補足説明資料の入手方法）

　決算説明資料は、TDnetで同日開示しています。また、2025年２月13日（木）に証券アナリスト・機関投資家向け

の決算説明会を開催する予定です。
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単位：億円

当四半期累計期間 前四半期累計期間 差異 増減率

売 上 高 5,831 6,217 △385 △6.2％

営 業 利 益 452 386 ＋66 ＋17.2％

持 分 法 損 益 73 14 ＋58 ＋412.9％

経 常 利 益 538 434 ＋104 ＋24.1％

親会社株主に帰属する四半期純利益 356 400 △44 △11.1％

＜売上高＞ 単位：億円

当四半期累計期間 前四半期累計期間 差異 増減率

グリーン・エネルギー＆ケミカル 2,444 3,249 △805 △24.8％

機 能 化 学 品 3,363 3,029 ＋334 ＋11.0％

そ の 他 122 1 ＋120 －

調 整 額 △98 △63 △35 －

計 5,831 6,217 △385 △6.2％

１．経営成績等の概況

（１）当四半期連結累計期間の経営成績の概況

当第３四半期連結累計期間（2024年４月１日～2024年12月31日）における世界経済は、インフレ圧力が緩やかに鈍

化しつつある中、米国大統領選挙の結果や米欧主要国における金融政策の変更などを受け、為替水準を含め金融・資

本市場ではボラティリティの高い状況が継続しました。また、中国経済の停滞の継続や、中東地域やロシア・ウクラ

イナにおける紛争の長期化、米国の政策変更などの動向、地政学リスクを背景とした経済の分断懸念の高まりなど、

足下においても景気の先行きが見通しにくい状況が継続しております。

このような中、当社グループは当期よりスタートした中期経営計画「Grow UP 2026」のもと、新たな目標として

「事業ポートフォリオの強靭化」を掲げ、「Uniqueness & Presence事業へのフォーカス」「イノベーションによる新

しい価値の創造」「重点管理事業の再構築」等の施策を進め、資本効率を強く意識した事業ポートフォリオ改革を徹

底しております。

当社グループの売上高は、円安に加え、スマートフォン向け光学樹脂ポリマーなどの販売数量増加等が増収要因と

なりましたが、2023年12月に（株）JSPが連結子会社から持分法適用会社へ異動したことなどにより、減収となりまし

た。

営業利益は、（株）JSPが連結子会社から持分法適用会社へ異動したことなどが減益要因となりましたが、機能化学

品事業部門の損益が全般的に前年同期を上回ったことや、円安などにより、増益となりました。

経常利益は、営業利益の増加に加え、メタノール市況の上昇等により持分法損益が改善したことなどから増益とな

りました。

親会社株主に帰属する四半期純利益は、前年同期に計上された三菱エンジニアリングプラスチックス（株）の連結

化に伴う段階取得差益の剥落等により減益となりました。

以上の結果、当社グループの連結業績は、次のとおりとなりました。

セグメント別の業績は次のとおりであります。

なお、第１四半期連結会計期間より、従来「基礎化学品事業部門」としていた報告セグメントの名称を「グリー

ン・エネルギー＆ケミカル事業部門」に変更しております。

また、前年度まではセグメント別の売上高には「外部顧客への売上高」を記載しておりましたが、今年度より「セ

グメント間の内部売上高または振替高」を含めた売上高を記載しております。前第３四半期連結累計期間のセグメン

ト情報についても変更後の売上高を記載しております。
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＜営業利益＞ 単位：億円

当四半期累計期間 前四半期累計期間 差異 増減率

グリーン・エネルギー＆ケミカル 129 164 △35 △21.4％

機 能 化 学 品 351 249 ＋102 ＋40.9％

そ の 他 8 0 ＋8 －

調 整 額 △37 △27 △9 －

計 452 386 ＋66 ＋17.2％

＜経常利益＞ 単位：億円

当四半期累計期間 前四半期累計期間 差異 増減率

グリーン・エネルギー＆ケミカル 183 165 ＋18 ＋11.4％

機 能 化 学 品 384 293 ＋91 ＋31.3％

そ の 他 8 1 ＋7 ＋753.6％

調 整 額 △39 △25 △13 －

計 538 434 ＋104 ＋24.1％

〔グリーン・エネルギー＆ケミカル〕

メタノールは、市況が前年同期に比べ上昇したことなどから増収増益となりました。

メタノール・アンモニア系化学品は、MMA系製品の販売数量は回復傾向にあるものの、修繕費の増加等により前年同

期並みの損益となりました。

エネルギー資源・環境事業は、発電用LNGの販売数量の増加や、ヨウ素の販売数量増加ならびに市況の上昇等により

増収増益となりました。

メタキシレンジアミンや芳香族アルデヒドは、欧米向けの需要が回復傾向にあるものの、中国向けの誘導品の販売

数量減少や固定費の増加等により、増収減益となりました。

キシレン分離/誘導品は、高純度イソフタル酸の市況は低迷しているものの、円安等もあり増収増益となりました。

〔機能化学品〕

無機化学品は、半導体向け薬液において、高機能メモリ向けに使用されるハイブリッドケミカルなどの販売数量が

増加したことから、増収増益となりました。

エンジニアリングプラスチックスは、OA機器向けなどで販売数量が増加したことに加え、製造コストの改善等もあ

り、増収増益となりました。

光学材料は、スマートフォンにおけるカメラの高機能化トレンドや新興国向け需要の増加等により、光学樹脂ポリ

マーの販売数量が増加し、増収増益となりました。

電子材料は、主力の半導体パッケージ用BT材料において、スマートフォン向け材料の販売が堅調であったことに加

え、AIサーバー向け基板材料OPE®の販売数量が増加したことから、増収増益となりました。

「エージレス®」等の脱酸素剤は、円安による輸出価格改善や海外向け販売数量の増加により増収増益となりまし

た。

（２）当四半期連結累計期間の財政状態の概況

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べて568億円増加の11,248億円となりまし

た。

流動資産は、158億円増加の4,789億円となりました。増加の要因は、商品及び製品の増加などであります。

固定資産は、410億円増加の6,459億円となりました。増加の要因は、機械装置及び運搬具の増加などであります。

負債は、396億円増加の4,228億円となりました。流動負債は、短期借入金の増加などにより305億円増加しました。

固定負債は、長期借入金の増加などにより91億円増加しました。

純資産は、172億円増加の7,020億円となりました。増加の要因は、利益剰余金の増加などであります。

この結果、自己資本比率は59.7％となりました。

- 3 -

三菱瓦斯化学（株）（4182）2025年３月期第３四半期決算短信



（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2025年３月期の通期の連結業績予想につきましては、2024年11月８日に公表いたしました業績予想から変更ありま

せん。なお、業績予想の前提となる為替レートは、未経過月を1米ドル150円（前回予想より５円の円安）、1ユーロ

160円（前回予想より５円の円安）としております。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 71,447 71,880

受取手形、売掛金及び契約資産 165,648 167,848

商品及び製品 111,668 120,175

仕掛品 19,769 19,348

原材料及び貯蔵品 69,092 69,822

その他 26,175 30,612

貸倒引当金 △651 △721

流動資産合計 463,148 478,965

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 87,647 96,085

機械装置及び運搬具（純額） 86,350 113,678

その他（純額） 140,626 144,618

有形固定資産合計 314,624 354,381

無形固定資産

のれん 16,868 15,699

その他 8,002 9,625

無形固定資産合計 24,871 25,325

投資その他の資産

投資有価証券 236,354 236,918

その他 30,529 30,993

貸倒引当金 △1,518 △1,717

投資その他の資産合計 265,365 266,194

固定資産合計 604,861 645,901

資産合計 1,068,010 1,124,867

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 109,013 110,228

短期借入金 51,818 72,635

１年内償還予定の社債 － 10,000

未払法人税等 6,134 6,447

引当金 5,922 5,839

その他 68,592 66,868

流動負債合計 241,480 272,019

固定負債

社債 30,000 35,000

長期借入金 69,671 77,344

引当金 2,620 2,404

退職給付に係る負債 4,257 4,309

資産除去債務 5,707 6,223

その他 29,439 25,517

固定負債合計 141,696 150,799

負債合計 383,177 422,818

純資産の部

株主資本

資本金 41,970 41,970

資本剰余金 35,551 35,607

利益剰余金 536,232 554,387

自己株式 △26,127 △33,254

株主資本合計 587,627 598,711

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 17,573 16,091

繰延ヘッジ損益 171 139

為替換算調整勘定 40,143 47,033

退職給付に係る調整累計額 12,229 10,094

その他の包括利益累計額合計 70,117 73,359

非支配株主持分 27,087 29,977

純資産合計 684,832 702,048

負債純資産合計 1,068,010 1,124,867
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年12月31日)

売上高 621,739 583,190

売上原価 484,379 453,939

売上総利益 137,360 129,250

販売費及び一般管理費 98,701 83,959

営業利益 38,658 45,290

営業外収益

受取利息 1,348 1,198

受取配当金 3,124 2,883

為替差益 2,399 261

持分法による投資利益 1,427 7,322

その他 1,975 1,459

営業外収益合計 10,276 13,125

営業外費用

支払利息 2,151 1,772

出向者労務費差額負担 1,074 938

固定資産処分損 867 1,002

その他 1,436 848

営業外費用合計 5,530 4,561

経常利益 43,404 53,854

特別利益

補助金収入 877 1,276

投資有価証券売却益 2,830 874

受取保険金 1,423 167

段階取得に係る差益 15,085 －

特別利益合計 20,217 2,318

特別損失

損害補償損失 － 2,134

固定資産圧縮損 704 963

事業構造改善引当金繰入額 － 738

貸倒引当金繰入額 150 200

減損損失 859 187

事務所移転費用 － 144

関係会社株式売却損 2,843 －

固定資産処分損 307 －

特別損失合計 4,865 4,367

税金等調整前四半期純利益 58,756 51,805

法人税等 11,977 11,061

四半期純利益 46,778 40,743

非支配株主に帰属する四半期純利益 6,710 5,107

親会社株主に帰属する四半期純利益 40,068 35,636

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年12月31日)

四半期純利益 46,778 40,743

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 3,615 △1,479

繰延ヘッジ損益 △192 △68

為替換算調整勘定 12,356 7,721

退職給付に係る調整額 △182 △2,099

持分法適用会社に対する持分相当額 4,895 207

その他の包括利益合計 20,492 4,281

四半期包括利益 67,271 45,025

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 56,147 38,877

非支配株主に係る四半期包括利益 11,124 6,147

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、2024年11月８日の取締役会決議に基づき、自己株式2,593,700株の取得を行いました。これを主な要因と

して、当第３四半期連結累計期間において自己株式が7,127百万円増加し、当第３四半期連結会計期間末において自

己株式が33,254百万円となっております。

（会計方針の変更に関する注記）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

　「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号　2022年10月28日。以下「2022年改正会

計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。

　法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20－３項

ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28号　

2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65－２項(2)ただし書きに定める経過的な取扱いに従っ

ております。なお、当該会計方針の変更による四半期連結財務諸表への影響はありません。

　また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表にお

ける取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を第１四半期連結会計期間の期首から適用して

おります。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前年四半期及び前連結会計年度については遡及適用後の四半期連

結財務諸表及び連結財務諸表となっております。なお、当該会計方針の変更による前年四半期の四半期連結財務諸表

及び前連結会計年度の連結財務諸表への影響はありません。

（連結範囲の重要な変更に関する注記）

　第１四半期連結会計期間より、（株）カルティベクスは重要性が増したことから、連結の範囲に含めております。

　当第３四半期連結会計期間より、日本ユピカ（株）は、（株）日本ファインケムを存続会社とする吸収合併により

消滅したため、連結の範囲から除外しております。なお、当該合併に合わせ、（株）日本ファインケムは、三菱ガス

化学ネクスト（株）に商号変更しております。

　明宝工程塑料商貿(上海)有限公司は解散・清算したため、連結の範囲から除外しております。

前第３四半期連結累計期間
（自  2023年４月１日

至  2023年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自  2024年４月１日

至  2024年12月31日）

減価償却費 28,235百万円 25,579百万円

のれんの償却額 1,481 1,328

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期

連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）、及びのれんの償却額は、次の

とおりであります。
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（単位：百万円）

グリーン・エネ
ルギー＆ケミカ

ル事業部門

機能化学品
事業部門

その他の事業
（注)1

調整額
（注)2

四半期連結損益
計算書計上額

（注)3

売上高

(1）外部顧客への売上高 318,882 302,733 123 0 621,739

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高
6,108 227 9 △6,346 －

計 324,991 302,961 132 △6,346 621,739

セグメント利益又は損失

（△）

（経常利益又は経常損失

（△））

16,519 29,320 103 △2,538 43,404

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）1.「その他の事業」には、報告セグメントに属していない不動産事業等を含んでおります。

2.調整額は以下のとおりであります。

セグメント利益又は損失の調整額△2,538百万円は、セグメント間取引消去△114百万円及び各報告セグメントに

配分していない全社損益△2,424百万円であります。

全社損益は、報告セグメントに配分していない一般管理費、金融収支、雑損益等であります。

3.セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)

「機能化学品事業部門」において859百万円の減損損失を計上しております。

(のれんの金額の重要な変動)

「グリーン・エネルギー＆ケミカル事業部門」において、（株）ＪＳＰの株式を売却し連結の範囲から除外したことに

より、2,548百万円ののれんが減少しております。

「機能化学品事業部門」において、三菱エンジニアリングプラスチックス（株）の株式を追加取得し連結子会社化した

ことにより、16,835百万円のれんが発生しております。

(重要な負ののれん発生益)

該当事項はありません。
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（単位：百万円）

グリーン・エネ
ルギー＆ケミカ

ル事業部門

機能化学品
事業部門

その他の事業
（注)1

調整額
（注)2

四半期連結損益
計算書計上額

（注)3

売上高

(1）外部顧客への売上高 236,723 336,046 10,420 － 583,190

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高
7,739 325 1,800 △9,865 －

計 244,462 336,371 12,220 △9,865 583,190

セグメント利益又は損失

（△）

（経常利益又は経常損失

（△））

18,396 38,492 881 △3,916 53,854

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2024年４月１日　至　2024年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）1.「その他の事業」には、報告セグメントに属していない仕入販売等を含んでおります。

2.調整額は以下のとおりであります。

セグメント利益又は損失の調整額△3,916百万円は、セグメント間取引消去65百万円及び各報告セグメントに配分

していない全社損益△3,981百万円であります。

全社損益は、報告セグメントに配分していない一般管理費、金融収支、雑損益等であります。

3.セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)

「その他の事業」において187百万円の減損損失を計上しております。

(のれんの金額の重要な変動)

該当事項はありません。

(重要な負ののれん発生益)

該当事項はありません。

３．報告セグメントの変更等に関する事項

(報告セグメントの名称の変更)

第１四半期連結会計期間より、従来「基礎化学品事業部門」としていた報告セグメントの名称を「グリーン・エネルギ

ー＆ケミカル事業部門」に変更しております。

この変更はセグメント名称の変更のみであり、セグメント情報に与える影響はありません。なお、前第３四半期連結累

計期間のセグメント情報についても変更後の名称で記載しております。

(事業セグメントの利益又は損失の測定方法の変更)

一部連結子会社のシステム改修に伴いより精緻な集計が可能になったことから、報告セグメント別の経営成績をより適

切に反映させるため、第１四半期連結会計期間より、各報告セグメントへの配分方法を変更しております。

当該変更により、従来の方法に比べて、当第３四半期連結累計期間のセグメント売上高は、「グリーン・エネルギー＆

ケミカル事業部門」で5,324百万円、「機能化学品事業部門」で4,998百万円、「調整額」で1,793百万円減少するととも

に、「その他の事業」で12,117百万円増加しております。

なお、当該変更によるセグメント利益又は損失への影響は軽微であります。
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2025年２月13日

三菱瓦斯化学株式会社

取締役会　御中

東　陽　監　査　法　人

東京事務所

指定社員
業務執行社員

公認会計士 榎倉　昭夫

指定社員
業務執行社員

公認会計士 大山　昌一

指定社員
業務執行社員

公認会計士 曽田　竜司

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている三菱瓦斯化学株式会社の2024年４月１日から2025年３

月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2024年10月１日から2024年12月31日まで）及び第３四半期連結累

計期間（2024年４月１日から2024年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半

期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸

表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただ

し、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと

信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載さ

れている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、ま

た、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判

断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の

省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による重要な

虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ

る。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一

般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定め

る記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する

責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．XBRL データ及び HTML データは期中レビューの対象には含まれていません。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー

手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四

半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会

計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作

成されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実

性が認められる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重

要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論

又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基

づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項

及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作

成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認め

られないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監

査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
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